
　

　

　

人手不足対策や生産性向上のために、新たにロボットを導入する際の特に重要な課題として、ロボッ

トの教示に不慣れで、操作に時間がかかることが挙げられます。溶接用途であれば、最適な溶接姿勢

が分からない、溶接狙い位置の調整が難しいといった課題があります。

ロボット操作の慣れには時間がかかることも多くあり、ロボットの本稼働が遅くなってしまいます。

ダイヘンのタブレットによる教示レスシステムはその課題を解決します。

プログラム作成に要する時間を最大60%削減

“撮って選ぶだけ”でロボットプログラムを自動生成

市販品であるiPad Proを活用することで、安価なシステムを実現

専用視覚センサ不要で大幅なコストダウンを実現

制御装置FD19を用いたアーク溶接用途のダイヘンロボットに適用可能・ロボット教示によるプログラ

ム作成を代替し、工数低減と脱技能化を実現

① 混合ガスの供給であるため、一般高圧ガス容器の中古容器の転用ができ、余剰容器の活用ができます。

さらに、アセチレンでは不可能であった中型集結容器により、容器交換作業の安全性および 作業性の改善もできま

す。アセチレンに変わるガスとなります。

② ハイドロカットは、アセチレンに比べて二酸化炭素排出量の84%・プロパンガスから65％削減が可能です。

③ 輻射熱が小さいため溶断作業中の作業者の暑さ軽減や、煤の発生がほとんどないことにより作業環境の改善が可

能です。

④ 空気よりも軽いため滞留しにくく、逆火も起こりにくいため、安全性においても優れています。

⑤ 圧縮ガスであるため、アセチレンでは不可能であったガス残量管理が可能になり、在庫管理が容易 になります。


